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事業概要
１．目的

微細藻類技術の向上を図り、2030年頃のバイオジェット燃料生産技術に係
る確実な市場形成および社会実装に資するため、様々な条件下での微細藻類
種ごとの実証データ取得が可能なテストベッドを含む研究拠点を整備し、事
業化にあたっての課題の解決や培養工程でのCO2利用効率を向上させるため
の手法について、検討等を行うことを目的とする。

２．期間
2020年8月〜2025年3月

３．目標
最終目標：微細藻類培養・分析に関する標準化手法の確立と技術経済・環境影響
分析の実施を行う。また微細藻類由来バイオジェット燃料製造プロセスのモデ
ルケース設計を実施する。

４．成果・進捗概要
研究開発項目1：標準化と産業支援が可能な拠点の整備と運用を達成
研究開発項目2：規格に基づいたバイオマスのポテンシャル評価を設定
研究開発項目3：大規模生産を想定したLCAの実施
研究開発項目4：コスト試算と第一種使用検証設備の建設と運用



国内におけるSAF需要及び供給見込み

日本のジェット燃料需要

推測1

廃棄物

日本・米国におけるのSAFに関する目標・規制

出所：SMBCレポート 持続可能な航空燃料（SAF）国産化に向けた取組と事業機会

推測１：未利用量のみSAFに振り向ける場合

推測２：未利用量に加え発電用等バイオマス以外の供給源がある既利用分をSAFに振り向ける場合

推測３：全ポテンシャルをSAFに振り向ける場合

国内でのSAF製造可能量について（2050年予測）

廃食油 植物油脂 バイオマス糖 木質バイオマス CO2・水素 製造可能量

推測2

推測3

20 万kL 5.0 万kL 3.2 万kL - 164 万kL 514 万kL※ 760 万kL

377 万kL 5.6 万kL 3.2 万kL - 186 万kL 514 万kL※ 1,086 万kL

424 万kL 21 万kL 3.2 万kL 2.3 万kL 347 万kL 514 万kL※ 1,312 万kL

※ CO2・水素については2030年における水素供給目標出所：運輸総合研究所「我が国におけるSAFの普及促進に向けたサプライチェーン全体の課題・解決策」
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将来の国内SAF需要をカバーするには、持続的に供給可能なSAF原料の製造が必要



国内組織設置の必要性と目的

研究拠点および基盤技術の整備・開発ならびに研究開発の体系化・効率化が急務となる。

航空業界の、バイオジェット燃
料に対する期待は非常に大き
い。2030年以降は、積極的
なバイオジェット燃料の生産・
利用が期待されている。

2030年のSAF需要は、国
内で250-560万 kLと見積
もられる。その需要に寄与す
るためには、単位面積当たり
の収量の大きい微細藻類生
産技術開発が重要となる。

これまで国内では、政府支援
による優れた微細藻類の技
術開発成果が公表されてき
た。しかし、その成果の体系
化や適切な比較・評価がなさ
れていない。

バイオジェット燃料の需要
は年々拡大していく

微細藻類生産の技術開発、
大規模化が急がれる

しかし、国内における
微細藻類の研究開発は、、、

1 2 3
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NEDO事業概要

微細藻類関連技術の研究基盤構築およびその成果の公正な比較・評価を通じて、
微細藻類由来バイオジェット燃料の産業化に貢献する
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IMATの研究施設（広島県大崎上島）

IMAT基盤技術研究所 研究施設
- 2022年4月開所

IMAT基盤技術研究所 燃料工程施設
- 2024年9月竣工

研究施設 IMAT基盤技術研究所 第一種使用施設

- 2024年8月竣工
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産業化を見据えた屋外培養の課題解決、微細藻類の改良、
生産工程の環境影響評価や化学プロセスのシミュレーション等を実施可能な体制
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IMATの研究施設（広島県大崎上島）



IMAT基盤技術研究所のリソースを活用した成果
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強み：標準化された培養設備
• 産業応用時の培養環境再現（世界初）
• 開放系での安全性評価（国内唯一）
• 安定したバイオマスの提供

培養

微細藻類関連技術の集約拠点として最大限活
用出来るように、有望な微細藻類のポテンシャル
を検証出来るような拠点として整えている。

標準培養条件における生産性評価 開放系での安全性評価設備



IMAT基盤技術研究所のリソースを活用した成果
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強み：バイオマスの成分分析技術
• バイオマスのポテンシャル評価が可能
• 微細藻類以外の分野にも活用可能

分析

最先端の分析装置が一通りそろっており、微細藻類
のみならずバイオマスプラスチックやガス類、微量金属
等の定量分析等、分野を横断した活用が可能。

バイオマスのポテンシャル評価規格に基づいた分析手法の確立



IMAT基盤技術研究所のリソースを活用した成果
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工程

強み：一貫したプロセス検証
• 収穫、乾燥、抽出工程を完備
• 微細藻類種毎に適切な技術を提供可能

微細藻類の性質やバイオマスの組成に応じて適
切な設備を選定出来る環境を整えており、スケー
ルアップの検証にも対応している。

同拠点に複数の設備を整備 スケールアップ検証

同拠点で複数設備・規模での検証が可能



IMAT基盤技術研究所のリソースを活用した成果
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アセスメント

強み：CR技術の価値判断が可能
• ISOに基づいたLCA
• 工程シミュレーションの実施

微細藻類を中心とした、先進的な技術に対する
将来価値を定量的に評価、解釈を行う体制が
整いつつある。

工程のLCA、TEA実績 工程シミュレーションによる検証
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